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本
會
第
五
回
總
會
に

於
け
る
産
業
部
長
の
訓
示

本
年
度
本
・

、一 :一一一合 :
に

於
て
北
----
一一一・，躍成
'

業
部
長
奥
川

茂
進
一 :一 :

-一の
一一一一一-さ
れ
た
る
一一一一示の
要
領

で
ぁ
る

北
海
適
姚
節
解
化
事
業
協
一一一
が

型
M

せ
ら
れ
て
よ
，o
，

．既
に
五
ヶ
年
の
星
・一和を
經
・
過
し

會
--
百
五
十
二
名
に
建
し
本
適
fli-
'

節
解
化
事
業
開
係
者
の
大
部
分
を
細
維
す
る
確
現
に

本
〈一W:
は
創
立
以
來

M
々
の
有
一一 :

0
-

一一 ::一一る
事
業
を
一一一一一一して
;-
，
る
一J

川
一一ei1
-
． :一事一一一':一一一
、'
来に

館
事

調
査
等
で
あ
る

'し

想
ム
に
人
一:
の・
始
:

，加
に
連
れ
て
一一一一一一一M一の
漁
獲
高
は
年
々
成
少
す
る
傾

は
何
に
よ
る
か

。抑
々
水
・'
魔一
業
は

一一?業
と
異
，e
，一始・
總
て
一大

然
の
文
配
を
受
け

る
も
の
で

し
て
一大
與
の
物
を
得
る
も
の
な
，e
，
l-
と
言
・

，-一，
考
，-r一
有
し
て
一r一r'
る
'

、し

從
て
・一一一一川
に

資
力
を
技

一一一::一一一．-，一無
5
右

で
あ
る
o
・ :一一． '-- l一一一o :
も
農
・一来
に

・

9
て
・

一一 :-一力
を
-
-一一ず
る
と
同
様
に
し
て
端
地
を

食

一一一 :-・産
の
的:

加

を
期
す
る
一一一一一一に
考
究
せ
ね
ば
な
ら
9
'- :

一
北
海
道
は
=
本
に
:一一"一け
る
能

よ
，e
，
l-
し
て
も
=
減
少
し
っ
ド
．

、・
あ
る
も
の
を
增
殖
に
よ
・一 ::・
，
l-
て

，做
一一一一一一す
べ
一一一r-一
は
當
然
の
事

な
る
事
は
明
か
で
あ
る
o

斯
く
重
要
性
を
有
す
る

一構化
事
業
は
そ
の
内
容
に
於
て
充
分
に
一破
一一一?
し
て
一一一一る
か
ど

特
照-

化
場

、
五
十

八
:一一一一一一'一一一化
の
中
，- :-一
特
の
，

も
の
で
も
相
常
成
械
を
舉
げ
て
一一一一一一o
:
-
-

。の

る
=
M

態
に

在
る
も
の
も
少
く
な
ぃ
・

）

一一一'一‘化一n:
・

業
は
公
一
益
・一一一一一-
-

一::
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら

値
S
得
-

さ
る
も
の
も
あ
る
-J

民
持
:

存-

化
…
'一は報
持
9
難
な
る
が
爲
に

往
々
に

し
て
解
化

利

一船の
み
考
へ
る
様
に
な
る
-

公
益
事
業
な
る
性
質
か
ら
し
て
斯
一一o
-一一一n
態
で
は
誠
，に
適
械
で
あ
る
か
ら
之
に
對
し
何

化
事
業
の
続
制
で
あ
る
o
・一，一一に
期
し
て
は
，- :一一一く
常
局
に
'一一r一て
具
体
的
の
案
を
得
る
事
と

は
興
論
の
支
持
に
依
つ
て
一 :
，一一一r-一
を
一增
す
も
の
で
あ
る
か
ら
此
姚

一を
深
く
考
へ
て
斯
業
に

次
第
で
あ
る
o

て
・

今
や

一一一-
:

一̂一 ::::
:
:

四
十
名

、
二
和

建
し
て

一一 :一るo
業

、一観
一一一一:の利
用
に
開
す
る
試
驗

向
あ
る
は
明
で
あ
る
が
そ
の
原
国

あ
る
か
ら
一一一業者
は

m
を
海
か
ず

じ
て
器
殖
を
同
る
と
一'一:
:

，一事に
は

同
・
り
以
て
人
-

」の一增
加

に
一一一一一ずる

館
産
地
の
本
場
で
あ
・り

其
の
意
味

で
あ
っ
て
．一離
一前一一解

:

化
事
業
の
重
要

う

か
は
疑
間
で
あ
っ
て
現
在
三

．
::一一

も
あ

:
:

-
::

一一fM

一… :
，u
-
-一

等
か
な
る
真

獻
る
が
中
に
は
收
支
和
償
は

一r-一

解

化
場
に

:一一:一一て
さ
へ
收
文
相

の
本

一Hを
意
却
し
て
現
在
の

考
へ
る
必
要
が
あ
る
'
）
即
解

で
あ
ら
-ll

。然
し
一一一一様
の
事

さ
る

、事2r

特
に
・
f

市

y
'

す
る
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地
同
に
依
る
）
に
あ
る
初
水
池
の
下
流
に
あ
る
相
水
-
-
・

一一一開

地
を
地
元
で
築

一一一一淋
水
し
た
七
、
大
〇
・T
:

-一一一 :

r

の
親
一一一一一装

池
と
そ
の
上
手
に
散
在
す
る
三
十

六

一-一 :

-
:

-
一

一a・一九
〇
;f
位
の

小
形
池
と
が
あ
っ
て
小
形
池
は
從
來
の
水
深
二
尺

一
寸
昭

和
八
年
五
月
:一一一一一一一一一後
平
:n

-

一一一一-
-
-
-一
四
寸
程
度
の
土
地
で
小
形

池
の
注
水
r
，一一一 :

は
a
容

期
多
く
一-
-
-

一
期
減
少
す
る
が
六
月
中
〇

、

七
個
搬
七
月
中
〇

、
六
-r-
個
八
月
下
句（一、
二
個
と
な
る

親
魚
養
成
池
は
上
流

部
各
池
の
排
水
と
部
落
の
一確
概
排
水

越

田

包

中

採

卵

資

料

一r-一ん
と
す
る
に
は
能
:一一一・・始 :
進
の
上
か
ら
も
適
常
の
も
の
と

m
一一一つて
，

:一る、
塗
1-i
'

を
i

m一一し
て
製
作
せ
し
む
る
一場
合
に
於

て
使
川
し
て
一一=一
し
ぃ
事
は
勿
．

論
で
あ
る

、
現
品
は
1
」一一一
r
成
'- :

解

化
場
に
あ
る
か
ら
序
で
の
時
一一一0?
-一一一一一と
一r一一一n
れ
る
事
を
Ae
-一一一'す

る

、
兎
に
角

．
-一一一一一
游
一
解
，化

一流は外
開
に

一lM
，-
:一
べ
き
．），W一ハ
見
で
あ

い

の
と
不
手
隙
に
多
最
に
塗
妹
し
て

、
燒
付
の
際
却
て
:一一人

敗
す
る
事
が
多
い

こ
と
で
あ
る

、
古
來
漆
塗
の
術
は
秘
密

を
尊
ば
れ
た

）
彼
の
一一一一の
燒
塗
の
如
一一r-一
に
一至
．・o一て
は
正
に

驚
一一一一一一に
値
す

べ
き
だ
が
、
鐵
に
深
を
塗
る
場
合
に
は
必
ず

一燃
--
を
要
す
る
の
で
こ
れ
が
な
か
/

、むづ
か
し
ぃ
、
:

M一:

通
木
に
漆
を
塗
つ
た
場
合
～;--
雛
氏
二
十
度
乃
一一一一三
-
度
で

自
然
一一一一～操
す
る
が
、
四
一一一学
の
中
で
は
梅
雨
の
條
は
最
も
適

常
と
さ
れ
水
を
一通
さ
な
ぃ
'

更
の
解
化
室
な
ら
'
ば
藍
し
理
想

的
と
ぃ
へ
る
で
あ
ら
ぅ

、
し
か
し
鐵
に
漆
を
、塗
つ
た
も
の

を
:

-一付
け
る
に
は
百
度
か
ら
百
二
十
度
:
-

，-．
の
高
．

組

に

し
な

け
れ
ば
漆
は
乾
操
し
な

一v
、
u
若
し
一一一
十
度
以
上
．

七
十
度
位

の
温
度
で
あ
れ
ば
全
く
乾
燥
し
な

．
-
:

-
・

事
に
な
っ
て
一M
る
、

一
．
-
-

:

々
は
:一物
い

火
力
で
:-
m
-

----
付
け
を
や
る
と

、
何
時
迄
も

一一

チ

ャ

/

、して
漆
が
手
に
っ
く
と
ぃ
ム
事
を
總
驗
す
る
が

一全
く
温
度
開
係
か
ら
來
る
わ
け
で
あ
る

、
又

一
居
-f
温
に

し
て
百
一Ln-
十
度
以
上
に
も
上
=

:

-一一一一
さ
せ
る
と
乾
操
が
早
い

が

漸
次
光
澤
を
失
S
'

鍍
を
生
じ
た
，e
，
し
て
出
來
上
，9
が
集

へ
な
ぃ

、
し
か
し
此
點
は
未
一一一一一 :

-

．よ
し
と
し
て
不
良
な
漆
交

ぜ
物
や
水
分
の
多
い

漆
で
之
れ
を
燒
付
け
る
場
合
に

:

一一一 :-

-一々

に
し
て
煮
え

立
ち
泡
が
膨
張
し
・

0
-

:

一一m-
M
i
-
～

操
一r-一れ
る
事
が
あ

る
か
ら
之
が
普
及
の
早
か
，，
．
1

:
'

ん
----
を
・

一一-1:-e望し
、
各
技
術
者

も
不
斷
の
研
究
を
望一む
次
第
で
、
若
し
現
在
の
如
く
に
し

て
推
移
せ
ば
結
局
漆
盆
一1一一一:--一に
於
け
る
・一…一一業
と
な
・o
-

一
解

化
一場
は
=一 ::-
l-
の
如
く
使
用
器
一具
自
作
の
美
風
に
・

速

一、一一か
，9

行
く
事
を
遺
一做
と
す
る
も
の
で
あ
る
）

る
が
、
此
膨
れ
た
分
が
使
用
中
に
破
一n一す
る
と
鐵
の
素
:一用

が
出
て
こ
れ
が
一
錯
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
注
意
を

要
す
る

、
漆
盆
は

一
時
高
價
で
あ
る
け
れ
ど
も
長
年
の
使

ll-
に
一一一rゆ
る
か
ら

、
年

一々S一一一 :一一一一一 :を
要
す
る
ァ
ス

フ
ー

，，一一，ト

盆
に
比
し
て
結
局
細

濟
で
あ
る
と
ぃ
ム
け
れ
ど
も

、
深
塗

の
盆
が
:一::．フ

の
塗
---
方
が
組
難
で
あ
る
爲
め
に

、m一一一
年
小
修

措
で
は
追
つ
っ
か
ず
に
、'
一一一一H
部
に
一=
'

，9
て

塗
ら
な
け
れ
ば

な
ら
9
と
ぃ
ム
例
を
以
前
g
v
-

m
i

' :

化
場
で
見
た

、
こ
れ
な
ぞ

は
甚
だ
し
ぃ
例

だ
け
れ
ど
一一一一 :
-ll
）結
Jl-
漆
盆
に
對
し
て
は
充
分

の
開
心
を
持
た
れ
度
い

も
の
で
あ
る

、
和
常
大
量
に
製
作

す
る
處
は
そ
一n

．
/
，

、一燃付
設
一一側
を
要
す
る
が
從
來
は
ス

ト

l
プ

を
装
い

て

其
上
に
鐵
一一M，一一一一一一
架
し

、
そ
れ
に
漆
を
塗
つ

た
金
細
を
乘
せ
て
燒
付
げ
る
が

、
燃
料
を
多
く
要
す
る
割

合
に
能
率
が
舉
が
ら
な
ぃ

、
數
年
前
条
が
考
集
せ
る
長
方

形
二
重
の
ス

ト

ー
プ
は

一
和
の
燃
始
式
に
し
て
火
力
を
放

加
放

せ
し
め
9
や

一f，-l-
に

し

、
一
度
に
二
放
売
鍍
付
け
る
事
が

出
來
一一一 :

-f
驗
の
結
果
前
者
に
比
し
て
M
一一一一程
能
一一一 :

-
・・
、一一一 :一果
・
り

且
つ

燒
付
け
の
結
果
も
良
好
で
あ
っ
た
，u

極
め
て
小
規
棋
に
漆
盆
を
製
作
す
る
場
合
は
從
來
の
ス

ト

ー
プ

流
に
て

宜
し
・一一一一一も
、
少
し
く
大
量
に
燒
付
け
を
爲
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採
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を
受
け
る
外
池
中
各
所
に

湖
水
が
在
る
一n- :
期
一一Mii
l

-
:

期
に
は

三
〇
個
餘
の
排
水
を
見
一 :-～一如
一喊
じ
て
約
四
分
の

一
と
な
る

水
面
大
な
る
も
舊
川
筋
の
外
は
渡
く
館
旅
の
法
息
水
帶
に

乏
し
く
且
秋
期
確
-e-
水
路
よ
・o
，

の
一一一 :
-

-

:

．混
と
落
葉
が
流
入
し

注
水
部
附
近
許
・り
で
な
く
池
中

一
帶
に
一=
一っ
て

堆
統
す
る

の
で
七
年
四
月
池
替
取
揚
後
は
小
形
池
で
面
育

し
て
一0
る

〈

魚
沼
養
節
場
は
冬
期
積
雪

一
文
五
尺
餘
に
達
す
る
所
と
て

解

一一一一期迄
止
む
な
く
解
化
場
内
の
解
化
相
又
は
室
内
池
で

飼
育
し
共
後
は
小
形
池
で
体
長
四
五
寸
に
進
せ
し
め
こ
れ

を
前
記
一親
一 :一一，-一一一一成
池
に
虹
館
河
節
の
各
和
年a

0
一-一と
複
養

し
た
の
で
あ
る

。御
育
概
要
は
次
の
通
--l
池
中
採
卵
に
成

功
し
た
o
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五

五

、一
五

一一三
三
・

″

一六
、国
〇
一

国
=

一
、・f-

( 二 )

親
魚
:

通
．一一青中
・親
魚
-f-
上
数
ト
取
場
数

年

:l
1

計

考

二 --

八 二六
? 八一〇四三

'll二
″l

'1' l l i l 1

補
-El-
組
總
数

一
'一
三
〇
尾

七
年
度
以
降
ハ
小
型
池
ニ

一E
青
ス

放
養
:

對
ス

レ

取
-lS
率
六
三
%
二
一一一

( ',、) ( ホ )

昭
和
七
年
四
月

池
書
時
二

於
ケ
ル
取
揚
魚

月
別
温
度
表

（
午
後
二
時
観
測
）

一月
一

二
月
一

三
月

四

月

五

月

六

月

J

l l一

八

月
'

九

月
一

十

:

nlll
一
十

一
月
干
二
--l

温温温i量

四四七二、、 、、
四 二 五 i

四四七二、、、、
四・、五八
六t';、六、、、 、
四二二五

〇一九二
l 、、、
七〇一三

二三九't、、 、、
六八三五

-- 二

五三:lL二、 l 、、
二九'lL七

tlfi〇五、、 、、
九四二六--一二
八五 (、,七

九'、九四
五三九二、、、、
i:七'、四
九五

1i

五_

八九
ー、.、
ニ・、一
七四

,、,1i
八四

,L:i

二一

ー、一;
セ四

九 ハ

三 pi
ハ五

i-

-〇_11 _1i

樺

太
一轉

の

回

歸

に

就

て

r
一一-太
-
f

の
同
-llf
性
と
成
熱
年

aa
」
に
就
て
北
米
合
業
国
本

一一m
用
の

フ

レ
一-ァ

レ

ツ
グ
-

ェ
ー

'一一一，一一J
ド

ソ
ン

氏

い

賀
llla
に
:

，
:一一・く
研
究
を
--
鐵
し
て
参
考
に

供
す
る
o

（・

「川
）

紅
館

、一m一の
動
の
回
歸
性
は
そ
の
稚
・一一一一時
代
に
於
て
一錦

を
切
斷
し
て
標
識
と
な
し
海
に
下
ら
し
め
後
そ
の
標
識
を

有
す
る
成
一M-m

．が河
に
上
つ
て
來
る
事
に
依
て
認
め
ら
れ
た

こ
の
方
法
に
よ
・o
，
て
:

解
一一前一は
産
ま
れ
た
河
に
歸
事
る
X
そ

の
時
の
年
齢
も
・
0
か
る
の
で
あ
る
o

離
太
一師
の
稚
無:
に
就
て
こ
の
'

一一一 :の試
驗
が
ヮ
シ

ン

ト

ン

州
の
ダ

ツ

カ

フ

ツ

シ

ュ
河
と
、
ァ

ラ

ス
カ

の
ス

ネ

ー

ク

ク

リ

ー
ク

に
あ
る
一一一一一化場
で
行
は
れ
た
c

標
識
方
法
は
稚
魚

の
背
館
と
脂
館
と
を
切
断
す
る
も
の
で
あ
る
o

ダ

ツ

カ

フ

ツ

シ

ユ
解
化
場
で
は

一
九
三
C
年
・一一一M:
離
太
館

稚

．一一一（一九
二
九
年
採
卵
．

三
六

、〇
〇
〇
:一一一J
を
標
識
放

流
し
た
と
こ
z
:
，

が

一九
三

一
年
の
一一 :-一一及
秋
に

三

、
八
〇
〇

是
の
一一一一一一一一一:が補
獲
n
れ
そ
の
中
の
八
是
は
稚
・ :一一一時代
そ
の

ま

、・の
標
識
を
も
つ
て
:
居
た
o

一一同ご
く
近
い

と
こ
一z
:
，

に
在

る
他
川
に
於
て
同
じ
標
識
・ :

-
一一が二
尾
漁
れ

一，・一一一一一る
o

望

一'

一一 :-一三
二
年
に
は
漁
れ
な
か
っ
た
o

尤
も
此
出
一一
方
は
離
太
節

の一一一一 :画
は
交
互
の
年
に
現
は
る

、の
で
あ
る

。

ス

ネ

ー
ク

ク

リ

ー
ク

で
は

、
前
記
同
一標
の
標
'
識

稚

一Ea一
．五

〇
、
〇
〇
〇

:
:一一一一一-を
一
九
三

一年
に
放
流
し
た
o

之
は

一九

三
〇
年
の
親
;9
の
天
然
産
卵
に
依
て
出
來
た
確
・値
:

で
あ
る

こ
れ
が
'

九
三
二
年
の
更
秋
の
候
に
同
川
に
於
て

一
八

、

一一 :
:
:

一一
八
四

J l
j
f
a

れ
そ
の
中
大
四
:
:一一ル
が
標
識
を
も
っ
て

:

-
:一たo

附
近
-

一ハ
〇
1=ll
'

、以
内
の
他
川
に
於
て
は
標
一
識
， - :

組
は
と
れ
な
か

つ
た
o

此
標
識
一一一機
E一一一か
ら
見
る
L

，、一一一M
，，， :

-一
館
の
一回
一M一性
の
正
確
程

度
は
接
近
せ
る
と
一一ス
の
他
川
の
存
在
に
開
係
を
有
し
て

一T-一
る
・
'

-!l1
一ー
の
一一一 :'一額
は

的
近
に

遡
上
に
適
す
る
他
の
川
が

な
ぃ
場
合
に
は
回
歸
性
が
ょ
く
・
0
か
る
o

次
に
成
熟
年
令
に
つ
ぃ
て
述
ぶ
れ
ば
前
述
標
識
一M
驗
の

結
果
か
ら
見
て
二
年
で
回
歸
す
る
こ
と
が
ゎ
か
る
o

離
太

一前一の
成
熟
年

令
は
一解
に
現
は
る

、輸
に
依
て
資一
定
出
來
る

が
前
述
試
驗
の
も
の
に
就
て
見
る
に
雨
川
の
も
の
及
標
識
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一一
一一一
之
一7
施
工
シ

得
一一一，ク
既
一一一之
ガ

設
置
計
?

一一一口
中

ノ

モ
ノ

ア

リ

国

解
化
技
術
員
ノ

養
成

（民替
解
化
事
業
ノ

能
率
增
進
ヲ

期
ス

一一一
タ
メ

一一--一一一一一n-

化
場

一一
於
一一，-，
質
習
生
ヲ

入
場
セ

シ

メ

テ

養
成
セ

ル

モ

ノ

昭
和
二
年
度
以
來
合
計
二
十

九
名

一一
シ

一プ
其
ノ

中

現
在
本
道

一一於
テ

解
化
事
業

一一
從
事
ス
ル
．
者
十

六
名

本
道
及
這
外

一一
於
テ

水
産

一一
從
事
ス

一～-
．
者
五
名
水
産

以
外
ノ

業
務

一一
從
事
ス
ル
．
者
及
不
明
ノ

者
八
名
サ
リ

三

、
効

果

本
計
苗
實
施
以
來
僅
．ヵ

六
年
ヲ

関
ス

ル

一一
過
ギ
ザ
'-一一．
ヲ

以
テ
:

離
ノ

如
ク

放
流
後
四
年
日
一一一nー
ノ

如
ク

二
年
若
ク

一三
年
目

一一
始
一一・，，
囘
歸
漁
獲
セ

ラ
一一一一，
、モ
ノ

一一
於
テ
ー一

其
ノ

効
果
一期
著
ナ
ラ

ザ

ル
ー一一
已
ム

ヲ

得
ザ

ル
モ

概
要
一7

記
ス
ー/

パ

次
ノ

如
y

'

〇

稚
魚
放
流
數
ト

回
歸
漁
獲
高
ト
ノ

關
係

（本道
産
:a一一ノ
回
歸
漁
獲
高

一五
年
前
ノ

稚
魚
放
流
數

ノ

多
寡
一一比
例
ス
?

．
顯
著
ナ
・一，事
實
ア

リ

（
本
誌
第

五
一一一M一第
三
號

一一表
示
セ

リ

）
故

一一本
計
書
責
施
以
來

稚
魚
放
流
歡
ノ

多
募
一一六
年
度
以
降
ノ

漁
獲
高
ノ

多

昭
和 一一一一

七 六 五 四 三 二 五 四 三 =
昭 大 年
和 一 一 一一 一一 正

五 国 三 二 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 度

セ
〇

、七
一=

三
二

、三
三

一

国

九

、〇
五
三

六
七
'二
一一一〇

3-
〇

、〇
一一 :

-

t;

二
一-
、九
五
三

四
九

、七
〇
八

五
〇

、八
三

一

国

一
、七
二
〇

二
五

、新
'

一
四

漁

一一一一
高

九
四
'〇
九
二

二
-

、七
二
一一

セ
二
'

三
八
〇

四

一n
、六
-f-
一一n

五
四

、〇
一一
一

二
五

、六
一=
ハ

三
三

'五
二
:

三
五

、五
九
二

五
四

、七
三
〇

六

一
、五
〇
二

四
六

、四
四
四

一n-
二

、八
七
〇

二
五
四

、七
八
八

9
七

'二
-
-

一

^
:

寡

一一影
響
セ

リ

本
道
産
一m
t

一一ッ
キ

一一・一，一前
述
セ

ル

如
キ

類
著
ナ
ー

．
事

實
一一一
認
ム
ー

一一一．
コ

ト

能

一ズ
、
， 1

:
-/

回
歸
年
限
一
，

-

，異
一一

ス
ル
．
総
太
節
ト

標
館
ト

漁
時

、漁
場

、
漁
具
重
複
ス

ル
タ

メ

一一
區
分
因
難

一一シ
テ

兩
穂
一一，，混
合
続
計
セ

ラ

一一，
、一一ョ
・一一，
、
然
レ

ド
モ

主
ト
シ

テ

離
太
節
ラ

漁
獲

ス

，
．
程
:

提
・ :
-
-一一
、
主
ト
シ

テ

標
館
フ

漁
獲
ス
一一一．
石
狩

、

後
志
地
方
ノ

状
現

一7
見
レ

'、一，
本
一一一--一面
實
施
以
來
頓

一一

回
歸
數
ヲ

增
加
セ
ν
．

=

ト

次
項
一=
不

ス

如
シ

i

計
書
實

・

施
前
後
ノ

漁
獲
般
現
比
較

（計蕾
賞
施
前
後
ノ

回
歸
漁
獲
高

一7
比
較
ス
一一・
一一 :

難

一

前
述
セ

ー

．
如
ク

放
流
數
ノ

浦
長

一一
一
致
シ

一前一一一回
歸

年
限

一一
進
シ

一プ
以
來
增
獲
セ

ラ
ー

一/
タ

リ

:a
:一国
時
濃

獲
状
况

年

度

大
正
五六七八九一〇一一七 六

lla
-l-

高

二
五

、四
九
一
一
石

三
七

、七
L:
五

四
三

'九
六
七

七
〇
'

一C
四

四
二

、l
'

〇
七

国
〇

、七
九
八

四
〇

、一〇
ニ

一二
三

、五
九

一

五
〇

、七
八
国

集

報

⑧
鮭
總
解
化
事
業
官
一一一一一一 :

資
現
近
か
る
べ
，し

本
道
一解一'一一M一解一一一化
事
業
続
制
案
は
操
て
道
應
常
局
に
於
て

方
策
を
樹
て
・
”一年度
拓
殖
:

一

投
-
-一・。一
以
て
總
管
す
る
豫
定
を
以

て
豫
算
要
求
中
と
聞
い

て
居
た
が
囲
家
財
政
多
端
の
折
摘

成
否
如
何
と
業
界
の
注
意
を
集
中
さ
れ
た
る
も
豫
算
開
識

も
無
事
通
過
し
た
ら
し
く
議
會
の
協
資
を
待
つ
ば
か
・
。一，と

な
つ
た
o

一一同本
計
書
の
-ff
行
さ
る

、・に
一一一一・一一
ら
ば
本
道
主
要
河
川
の

解
化
場
は
常

一常と
な
-l-
解
化
成
横
の
向
上
す
る
は
勿
論
殊

に
慶
賀
す

べ
き
は
多
年
經
密
難
の
重
歴
'

か
ら
民
管
解
化
場

が
脱
し
得
る
こ
と
で
あ
る
o

ll・



⑥
本
年

度

の

鮭

漁
况

過
去
五
年
前
即
昭
和
四
年
度
の
解
化
放
流
敷
か
ら
推
し

一

て
本
年
度
の
本
道

:

難
漁

一一M况
は
最
近
般
年
間
の
不
漁
か
ら

股
し
て
好
轉
の
初
年
を
迎
へ
得
る
一
器
で
あ
っ
た（
と
こ
一，（ :
，

一

が
程
:

提

、
国
後

、
根
室

、
北
見
の
主
要
漁
業
地
は
期
待
に

・一

反
し
て
不
漁
と
な
，
。
・一一

こ
の
原
因
は
北
T
・'1 ::
:

-

f
島
に
於
け
る
流
細

漁
業
の
勃
興
に
在
・

。一と
し
て
多
大
の
動
描
を
來
し
對
策
連

動
に
ま
で
進
轉
し
た

」
然
し
第
三
期
即
後
取

一a一一の
一一一一一一一一一一-一

見
な
い
間
は
斯
く
速
断
は
出
來
な
ぃ

。殊
に
・
几

、
十
兩
月

一

は
前
記
-te
方
は
時
化
解
で
技
細
=
数
少

．一一一の
み
か
漁
細
の

流
失
一一r-一
へ
見
る
有
様
で
あ
っ
た
o

處
に
前
記
地
方
の
河
川

へ
の
通
上
數
は
願
る
多
く
漁
夫
の
利
は
解
化
事
業
者
に
依

．

て
占
め
ら
れ
た
か
の
観
が
あ
る

。本
年
度
第

一
期
及
第
二

期
の
渡
獲
高
を
示

'

せ
ば
次
の
通
で
あ
る
o

'

一

前

年

度

-

P-

、六
一一一九

③
昭
和
八
年
度
鮭
捕
獲
採
卵
成
:

績

（十
一
/
末
11
現
在

）

前
違
館
漁
况
に
於
て
述
べ
た
通
-l
，沿
岸
漁
場
の
漁
况
は

条
，o一振
は
な
か
っ
た
が
河
川
通
上
數
は
割
合
に
多
く
十

一

月
末
=
迄
に
左
表
に
示
す
如
く
親
一 :

m一一一
捕
整
數
二
四
九

、
二

五
九
是

（
約
四

一
五
三
石
）

一三
三

、七
九
七

、六
〇
〇
粒

三六

七
二
三
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